北方領土の学習実践事例

１、小学校で取り上げる北方領土

　小学校で北方領土をあつかう場面は、指導要領を見ると、５年で扱う学習内容に盛り込まれている。
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日本と近隣の諸外国を概観する中で、領域の存在に気づき、その中で北方領土問題が存在するという事実をつかむ点が挙げられている。教科書や資料集の書かれている内容で、「この島々は、日本の島だけれども、今はロシアが勝手にとってしまっている。だから返してくれるように話し合っているんだ。」といった事実認知では、特に海のないここ長野県では「ふ～ん。そうなんだ」くらいにしか思わない。北方領土の生の様子、そして歴史背景がわかってこそ、この北方領土問題が、子どもたちの胸の内に落ちるのではないかと考える。正直、学習時間の確保は難しいが、情報機器等を活用しながら効果的に学習を進めていく必要がある。特に５年生の段階では、島の様子を丹念に見ていくことで、島を身近に感じ取ることを重点的に考えていきたい。

２、単元の目標と流れ

単元名

日本の国土（小単元国境とロシア人が住む北方領土）（５時間）

単元の目標

日本の近隣諸国と領土に関心を持ち、北端の北方領土について写真やビデオ、北方領土をあつかった絵本から、歴史的背景や現在の様子を調べることを通して、日本の地理的特徴を理解し、現在でも未解決の領土問題があることがわかる。

単元展開

	学習問題
	児童の意識
	支援
	時
	資料

	日本の周りにはどんな国があるだろう

隣の国との境目はどこだろう

北端の択捉島はどんな島だろう

北方領土問題って何だろう


	〇中国、ロシア、朝鮮、フィリピン、

〇朝鮮は、北朝鮮と韓国がある。

〇日本は海に囲まれている。

〇島があるけど、これはどっちの国に入るのかな。

〇国と国との境目はどこだろう

〇台湾は日本じゃないよね。隣の島は?

〇最南端の島は沖ノ鳥島

〇最西端は与那国島

〇最東端は南鳥島

〇最北端は北海道

〇択捉島っていう島のほうが北だよ。

〇先生は択捉島に行って来たんだよね。

〇択捉島はどんなところなのか知りたい。

・北海道のすぐ近くにある。

・結構高い山があるぞ。

・大きな島だ。沖縄島と比べたら択捉島のほうが大きい。日本でいちばん大きな島なんだ。

〇どんな家でくらしているのか。

〇どんなものを食べているの　　

　か

〇どんな植物や動物がいるのか。

〇どんな人が住んでいるのか

〇どんな仕事をしているのか

〇日本の領土だけれど、ロシア人が住んでいる島。どうしてなのかな。

〇戦争が終わってロシア（昔はソ連）が占領したんだ。

〇択捉島だけじゃなくて北方領土っていわれる、国後島や色丹島、歯舞諸島も占領されたんだ。

〇５０年以上たってもまだ日本人が住めないんだ。

〇北方領土と日本との交流は行われているみたいだ。


	〇日本を取り巻く国々を地図帳で調べさせる。

〇日本と調べた他国の違いを考えさせる。

〇国別に色付けをし、国境に目を向けさせる

〇国境を白地図に引かせる。東西南北の最端を地図帳で見つけさせる。

〇緯線と経線の説明

〇２００海里の漁業権から島の意義を考える。

〇択捉島近海は有数の漁場であることを想起させる

〇共通のものとして北方領土の地形図から択捉島の特徴をつかませる。

地図や資料を見て考える

・地理的特徴

・地形的特徴

〇ここは個人で選択して調べる学習

〇改めて択捉島はどんな島なのか考えさせる。

〇択捉島以外の北方四島にも日本人が住んでいないことを知らせる。

〇歴史的背景については

戦後占領されたことを簡単に説明する。

〇教師が交流会に行ったときの様子を話す


	１

２

３

４


	・東アジア白地図

・東アジア全図

・地図帳

・日本白地図

・最端の島の写真

・北方領土の地図

･使用する学習カードの各項目にハイパーリンクを設け、必要な情報をクリックすると見られるようにしておく。




実践記録（ラッコさんのようすを中心に）
地図で択捉島についてわかることを探す　　　　　　　　　　　　　第２時の学習カード
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先生：前の時間に北方領土の地図や資料を見てわかったこと、不思議に思ったこと発表してくれる？

カニさん：択捉島は北のほうのあるのに思ったより暖かいということがわかった。

ラッコさん：択捉島は日本でいちばん大きな島だということに驚いた。択捉島には国道とかなく「その他の道」があるけど、どんな道なのかなと思いました。

キタキツネさん：ここ（この島）にある食べ物を知りたいです。

コンブさん：結構高い山があった。択捉島では一番高い山（散布山）はどんな山なんだろうと思いました。

先生：みんなの不思議に答えられるものがあるかわからないけど、先生が行って撮ってきた写真や映像をまとめてあります。見てみましょう。
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ラッコさん：（学習カードの道路や建物のところをクリック）

先生：写真や映像を見て、択捉島はどんな島だと思いましたか。考えを発表してください。

コンブさん：択捉島は、名前は日本だけど、住んでいる人とか、写真の中にあった国旗はロシアの国旗だからもめている島だと思う。

先生：もめている？

コンブさん：もめているというか、どっちの国かはっきりしない島だと思う。

カニさん：店とかの写真を見て食品がいっぱいあるから、択捉島は食べ物がいっぱいある島。

キタキツネさん：日本にはみたこともない動物や魚がある。もとは日本の島かもしれないけど、少し外国っぽい島。

サンマさん：あまり日本から離れていないけど、料理とかが、外国風だから、日本にある島だけど、日本ぽくない島。

エトピリカさん：ここに（択捉島に）いるのはロシア人ぽい。日本ではないと思う。

ラッコさん：なんか、ここら辺の道は、コンクリートで固めてあるけど、択捉島の道は固めてなくて、土になっている。

先生：みんな道路の写真をクリックして出してくれる？

先生：土の道の様子から、ラッコさんはどんな島だと思った？

ラッコさん：自然を大切にしている島だと思った。

先生：みんなの意見の中で、「これはちっと違うんじゃない」というのはありますか？

コンブさん：カニさんの意見に対して。食品がいっぱいあるっていうけど、この辺よりは少ないとおもう。だって、「店は４～５軒」て書いてあるし、店の写真を見ても店がせまい。

先生：他の人どうかな、これしか資料ないけど…。

サンマさん：そんなにたくさんないかも。商品だって同じようなものしかない。

キタキツネさん：ベイシアみたいな広い店じゃないね。

先生：カニさんどうかな？

カニさん：う～ん。そうかもしれない。

コンブさん：ラッコさんの意見に対して。自然を大切にするために道を土にしているって言ったけど、そうじゃないんじゃない？この橋の写真を見てよ。こんな橋作らないと思う。建物だって壊れかけたようなものもあるし…。いい道路にしたいんだけど、作れないんじゃないかな。

先生：ラッコさんどう？

ラッコさん：そう言われてみればそうかも。

先生：たくさん意見を出してくれたね。じゃあ最後、みんなで考えたことをもとに、択捉島ってどんな島なのかまとめてみよう。

最後のまとめ

カニさん：日本に近いけど、日本ぽくない島

コンブさん：ロシア人が多く、日本人がいない。どちらかというと日本ではなさそうな島

サンマさん：料理も外国風、動物も知らないものが多い。択捉島は日本にあるけど日本には見えない島

キタキツネさん：日本の島だけど、ロシアのものになっている島

クマさん：国旗がロシアで、どっちの国のものなのか決まっていなくて、料理は外国風だけど名前は日本という島

エトピリカさん：食べ物も外国のもので、人も外国の人がたくさんいる島
考察（成果と課題）

〇択捉島へ興味関心を向けるために、まずは日本の北端の島であるという点から入った。地図帳にある写真を見て「あまり建物がないなあ」と閑散としている様子をつかんだ。「先生この島にいってきたんでしょ、どんなところ？」というつぶやきから今回の学習に入ることができた。日本の領域を学習するために、東西南北端の島について調べたが、写真だけだと、沖ノ鳥島や南鳥島のほうが子どもにはインパクトが強かった。今回は私が行って来たという点で、切り口が見出せたが、北方領土により興味や関心を持たせるための導入の仕方を考えていきたい。

〇北方領土の地図からわかることを探し出した。「高い山がある」「名前が面白い」といった意見の後、ラッコさんは北海道の部分と比較して、「鉄道がない」、「国道がない」ということに気づいた。この気づきを島の様子を知る手がかりとして大切にしていこうと考えた。島の大きさを比較させるために、資料集の資料を見せた。沖縄島との比較がいちばん驚きを見せた。

〇学習カード（テーマごとに分けたリンク集）は個々の疑問や知りたいことを、個々のペースで調べるために効果的であった。ただのインターネットのリンク集であると、調べる視点がいつの間にかぼけてしまうことがある。ラッコさんのメモから、ここでは必要であろうと思われる資料を、教師があらかじめ選択しておいたので、視点がぼけることがなかったと思う。

〇ラッコさんは道路の未舗装を、自然を大切にしているという観点からとらえた。それは、「択捉島の動物」、「択捉島の植物」「択捉島の自然」の中にあった写真や映像から、豊かな自然を感じ取ったからである。しかし、コンブさんの指摘で自分の考えを問い直した。ラッコさんはそれに反論すべく手持ちの資料が少なかったので、コンブさんの考えに傾いた。考えの練り上げにはもう少し資料があったほうがよかったかもしれない。しかし最後のまとめを見ると、コンブさんの意見によって、択捉島の経済状況を問い直すことができたと思う。

〇キタキツネさんはこの学習を進めてから、北方領土問題をニュースで見たらしく、早い段階からロシアとの関係について関心を持っていた。第４時で「ばあちゃんのしべとろ」の絵本を元に歴史的背景について少し触れた。「やっぱりロシアとの間に問題があったんだ。」とキタキツネさん。「戦争が終わってとられてしまった」ことについて皆は驚き、「どうしてすぐに取り返さなかったんだろう。」「強制的に出て行けって、ひどいじゃない」「ロシアは大きいんだし、返してくれたっていいのに」といった感想が次々に出てきた。島への関心が大きくなっていく中で自分の思いを語ることができたのだと思う。

「国土の位置」の指導については、わが国の領土を中心にし、わが国と隣接する諸国を関連して取り上げるようにする必要がある。その際北方領土についても取り上げ、わが国固有の領土である歯舞諸島、色丹島、国後島、択捉島が現在ロシア連邦に不法に占拠されていることや、わが国がその返還を求めていることなどについて触れるようにする。
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